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研究成果の概要（和文）： 
日本語ウィキペディアから大規模汎用オントロジーへの自動変換するために，40種類の

Infoボックステンプレートとトリプルを利用したプロパティ名自動抽出方法，カテゴリー

からプロパティ定義域と値域，およびプロパティ上位下位関係の自動推定法，さらに，ト

リプル分析によるプロパティタイプの自動推定法を考案し，大規模で高精度の日本語

Wikipediaオントロジーを構築できた．さらに，この日本語 Wikipediaオントロジーを使

って，モビリティサービス，および，言葉と動作を融合する人型ロボットを実装し，良好

な評価結果を得た． 

 
研究成果の概要（英文）： 
Here is discussed how to build up ontologies with many properties from Japanese 
Wikipedia. The ontologies includes is-a relationship (rdfs:subClassOf), class-instance 
relationship (rdf:type) and synonym relation (skos:altLabel) moreover it includes 
property relations and types. Property relations are triples, property domain 
(rdfs:domain) and property range (rdfs:range). Property types are object 
(owl:ObjectProperty), data (owl:DatatypeProperty), symmetric 
(owl:SymmetricProperty), transitive (owl:TransitiveProperty), functional 
(owl:FunctionalProperty) and inverse functional (owl:InverseFunctionalProperty). 
Experimental case studies show us that the built Japanese Wikipedia Ontology goes 
better than DBpedia from utility when we use, such as Hub of Linked Data, especially 
in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，Web2.0と呼ばれるエンドユーザが情

報を発信する技術トレンドが登場し，ソー

シャルタグ（フォークソノミィ）や

Wikipediaのような半構造情報資源が多数

のユーザによって構築されるようになって

きた．これらの半構造情報資源は，人間が

読み書きすることを前提とした構造化が成

されているが，この半構造情報資源を適切

に加工処理すれば，計算機が理解可能な

RDFデータ，RDFスキーマ，OWLオントロジ

ーを効率よく開発できる可能性がある． 

 
２．研究の目的 
既存オントロジーと非構造情報資源に加え

て半構造情報資源を活用するツールを考案

し，大規模セマンティック情報資源（RDF
データ，RDFスキーマ，OWLオントロジ
ー）構築プラットフォームを実装するとと

もに，その応用として，Webによる知識サ
ービスシステムを開発し，プラットフォー

ムを評価することを研究目的とする． 
 

３．研究の方法 

Wikipediaからオントロジーに自動変換す

るツールにより，大規模セマンティック情

報資源構築プラットフォームを開発し，い

くつかのアプリケーションを通して，プラ

ットフォームを評価する． 

 

４．研究成果 

オンライン百科事典「日本語ウィキペディ

ア」から大規模汎用オントロジーへの自動

変換する方法として，①40種類の Infoボ

ックステンプレートと（記事名，リスト構

造の見出し語，リスト構造値）トリプルを

利用したプロパティ名の自動抽出方法，②

前述したトリプルの主語である記事が属す

るカテゴリーからプロパティ定義域と値域，

およびプロパティ上位下位関係の自動推定

法，さらに，③トリプル分析による，オブ

ジェクトプロパティ，データタイププロパ

ティ，対称関係プロパティ，推移関係プロ

パティ，関数関係プロパティの自動推定法

を考案し実装した． 

その結果，Infobox から 95.2%の精度で

1,962,411個のプロパティ，リスト構造か

ら 92.5%の精度で 2,919,470個のプロパテ

ィ，94.8%の精度で9,486個のプロパティ定

義域，90.4%の精度で49,262個のプロパテ

ィ値域，88.3%の精度で14,053個のクラス

－インスタンス関係，92.1%の精度で

35,946 個の Is-a 関係を抽出した日本語

Wikipediaオントロジーを構築できた． 

さらに，この日本語Wikipediaオントロ

ジーを使って，モビリティサービス，およ

び，言葉と動作を融合する人型ロボットを

設計し実装した．モビリティサービスでは，

行政区画，高速道路，インターチェンジ，

サービス／パーキングエリア，SA内のレス

トランレビュー，天気予報，交通規制情報

を提供するWebページをスクレイプして，

Linked Data(RDFデータ)を作成し，[1]ル

ート案内機能，[2]SA/PA施設検索機能，[3]

高速道路周辺スポット検索機能，[4]荒天時

注意喚起機能，[5]渋滞時支援機能などを実

装し，インターナビなど，既存のテレマテ

ィクスと比較した結果，新機能の追加など，

本研究のサービス拡張容易性が優れている

事を確認できた． 

また，ロボットの動作オントロジーを手

作業で開発し，日本語Wikipediaオントロ

ジーと動作オントロジーを有機的に関連づ

け，人型ロボットがユーザに健康法に関す



る QAから太極拳や海軍体操の動作を教示

し，さらに，人型ロボットがKINECT装備の

移動ロボットを呼び寄せ，移動ロボットが

ユーザの動作習熟度を自動判定して，その

判定結果を人型ロボットからユーザに伝達

するという，異機能ロボット連携に基づく

HRI（Human Robot Interaction）を実現し

た．この動作教示と動作判定のHRIは，小

学生と高齢者が体験し，大きな関心が寄せ

られ，オントロジー連携に基づく言葉と動

作の連携機構，および異機能ロボット連携

機構の有用性が示された． 
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